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日

金

月

土

大会期間：2023年10月7日（土）～17日（火）

カヌー競技
カヌースプリント

※１０月1日時点

会場 ：伊佐市菱刈カヌー競技場

13日
  9：20　開会式
11：30　500 ｍ 予選 午前の部
13：30　500 ｍ 予選 午後の部

13～ 15日　競技会場クローズ16：30　

10：30　500 ｍ 準決勝
13：30　500 ｍ 決勝
15：30　500 ｍ 種目別表彰式

14日

10：30　200 ｍ 予選
14：00　200 ｍ 準決勝

15日

10：30　200 ｍ 決勝
13：00　200 ｍ 種目別表彰式
14：00　総合表彰式・閉会式

16日

■競　　技 ： カヌー競技 （カヌースプリント）

［解　　説］ 流れのない河川 ・ 湖沼等を利用し、 200 ｍ、 500 ｍ

の直線コースをいかに速く漕ぎきるかを競う競技です。 ダブルブ

レードパドルで漕ぐカヤック （Ｋ） と、 シングルブレードパドルで

漕ぐカナディアン （Ｃ） の２種類の艇の区別に加え、 クルー （乗組

員） によって男女別、シングル （１人）、ペア （２人）、フォア （４人）

の区別があります。

伊佐市開催競技

競技日程競技日程

カヤックＫＫ
カナディアンＣＣ

★★ カヤック カヤック
★★ カナディアン カナディアン
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。
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　高規格救急自動車の配備に対し、多額の寄付

をされた本町俊雄さん（大口平出水出身）が紺

綬褒章を受章されました。紺綬褒章は公益のた

めに多額の私財を寄付した個人や団体に対して

授与されるものです。

　高規格救急自動車は令和４年 10 月から伊佐

湧水消防組合大口消防署に配備されています。

紺綬褒章を受章

　

永
年
に
わ
た
り
水す

い
こ
う
も
ん

閘
門
等
操
作
員
と
し
て
、
国
土
交
通
行
政
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
川
内
川
河
川
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
国
土
交
通
行
政
功
労
表
彰

野村　治男さん（須川樋管）

宮𦚰　善一さん（西太良排水樋門）

𠮷永　好郎さん（下手排水樋門）

多賀　龍一さん（西水流排水樋管）

おめでとうございます祝

まち 話題のまち 話題の

　㈲ライス郷井手口から市に新米「なつほのか」340 ㎏

が寄贈されました。いただいた新米は 13 日と 26 日に

小・中学校の学校給食で提供され、13 日は生産者の井

手口正昭代表が大口小学校を訪れ児童と一緒に新米を味

わいました。

　木下宗真さん（６年）は「もち米みたいにもちもちし

た食感で甘みもあっておいしかった。家の

お米づくりも積極的に手伝いたい」と話

しました。井手口さんは「今はネット

などで食べたいものが簡単に手に入る。

せっかく伊佐に住んでいるからこそ地

なつほのか寄贈
９ 13

元のお米を食べて伊佐米のおいしさを知ってほしい。子どもたちの「おいしかった」

の笑顔を見ることができて大満足です」と喜びました。
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　伊佐カヌークラブの選手が夏の大会結果の報告に市役所を訪れました。

　全国高校総合体育大会、日本カヌースプリントジュニア選手権大会で見事優勝を果たした植木春華さん

（大口明光学園高３年）は「高校生になってから決勝に進めても勝ちきれない時期が続いたので、今回優

勝することができてうれしい」と喜びを語りました。他の選手も大健闘。植木善大さん（大口明光学園高

１年）は日本カヌースプリントジュニア選手権ベストナイン選出（高校１年の部）。全国少年少女カヌー

大会に出場した永野蒼空さん（湯之尾小５年）は普通艇 200 ｍ女子小学５・６年の部で準優勝、競技を

始めてまだ半年という西愛葵さん（湯之尾小４年）も同種目で準決勝まで進みました。

　報告を受けた橋本市長は「カヌー競技場が整備されている伊佐市で地元の選手が活躍してくれることは

多くの方の励みになる。これからも上をめざして頑張ってください」と激励しました。

勝利を誓う

表敬訪問

【結果】※入賞者のみ（敬称略）

全国高校総合体育大会　

・・女子カヤックシングル 200 ｍ

  【第１位】植木　春華

日本カヌースプリントジュニア選手権大会

・・女子カヤックシングル 200 ｍ

　【第１位】植木　春華

・・女子カヤックシングル 500 ｍ

　【第１位】植木　春華

・・男子カナディアンシングル

　【高校１年生の部ベストナイン】植木　善大

全国少年少女カヌー大会

・・普通艇 200 ｍ（女子小学５・６年生の部）

　【第２位】永野　蒼空

９ ６

　12 月 25 日から大阪府で開催される第 37 回全国都

道府県対抗中学バレーボール大会に県選抜チームのメン

バーとして出場する渡邊尊さん（大口中央中３年）が出

場の報告に市役所を訪れました。

　渡邊さんと橋本市長はバレーボールチーム「スターダ

スト」で選手と指導者の間柄。市長は「支えてくださる

方々への感謝を忘れずに頑張ってほしい。やるからには

勝って！」と激励しました。渡邊さんは「県の代表とし

て戦うことは家族の夢でもあったので、選ばれて嬉しい。

プレッシャーもあるが、中学校生活最初で最後の全国大

会。これまでのすべてをぶつけたい」と意気込みを語り、

固い握手で勝利を誓いました。

ISAISA City  City TopicsTopics

８ 31

　伊佐市文化会館で「県民文化フェスタ in いさ

2023」が行われ、13 の個人・団体が出演し、太

鼓やダンスなど日頃の練習の成果を披露しました。

　会場には市内外から約 1,000 人の観客が訪れ、

演目が終わると会場は大きな拍手に包まれました。

県民文化フェスタ in いさ2023 ８ 20
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　特認校制度を導入している南永小学校で、

「永星くんフェスティバル＆星空さんぽ」が

開催されました。

　これまで秋に開催されてきたコンサートを、

今回、南永小・校区キャラクターの「永星く

ん」の名前を冠したイベントに改め、初めて

夏に開催されました。

　当日は、児童と音楽家による歌ステージや

「南永小〇×クイズ」、夏の星空についての解

説などのほか、保護者や地域住民による輪投

げ・ボーリングなどのコーナーが設けられる

など、小学校と校区が一体となり、フェスを

盛り上げました。

特認校に響く歌声と笑顔

８ 19

【審査結果】※敬称略

● 若雌１部　１席　西別府　丈弥（大口東）

　　　　　　２席　小園　博信（本城）

　　　　　　３席　中村　昇（本城）

● 若雌２部　１席　椛山　洸（大口東）

　　　　　　２席　川原和牛牧場（針持）

　　　　　　３席　西別府　健吾（大口東）

● 父系群　　１席　瀬戸口　和雄（曽木）

● グランドチャンピオン賞

　　　　　　　　　西別府　丈弥（大口東）

※各部門の上位者は９月 30 日の県共進会に

　出場しました。

　伊佐市秋季畜産共進会が菱刈花北の旧家畜

市場で開かれ、農家のみなさんが手塩にかけ

て育てた若牛 30 頭が競いました。

９ ５

秋季畜産共進会

まち 話題のまち 話題の

　陸上自衛隊協力のもと田中校区コミュニテ

ィ協議会で防災訓練が実施されました。今回

の訓練では炊事研修のほか、自衛隊の防災関

連装備品や、過去の災害派遣活動中の写真が

展示されました。

　炊事研修では、１度に約 600 食の提供が

可能な車両「野外炊具１号」で調理されたカ

レーライスが参加者に振る舞われ、提供前に

は栄養面・衛生面の観点から実際に検食を行

うなど災害時に必要な知識を学びました。

　第 12 普通科連隊重迫撃砲中隊の池田和彦

中隊長は「大規模災害発生時の避難生活では

協力し合うことが必要になる。自助・共助・

公助のもと、今回のような訓練は大変重要。

一人ひとりが防災について考えていただけた

ら」と話しました。

災害に備える

９ ３
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　夏休みの思い出作りにと、曽木小学校児童の保護者

「親父の会」が中心となって親子読書会やそうめん流し、

親子キャンプが行われました。そうめん流しでは、変わ

り種として豚しゃぶやぶどう、袋入りのお菓子などが流

され、子どもたちも大はしゃぎ！橋田星さん（５年）は「１

年生の時以来４年ぶりのイベントでとても楽しみにして

いた。そうめんもおいしかったけどぶどうもおいしかっ

た」と笑顔で話しました。

　また、親子キャンプに参加した岩下拳志郎さん（５年）

は「みんなで食べるご飯はおいしかった。肝試しは脅か

されるより脅かす方が好きです！」とわくわく感が溢れ

出ていました。

夏休みの思い出

　西之表市で「第 54 回種子島鉄砲まつり」

が開催され橋本市長、森田議長が表敬訪問し

ました。伊佐市と西之表市は昭和 37 年に姉

妹都市盟約を結んでおり、近年では令和３年

豪雨災害の際に西之表市職員の派遣支援など

災害復旧にご尽力いただきました。

　４年ぶりの開催となったまつりでは、市中

パレードや太鼓山と呼ばれる山車の川渡り、

鎧やはかまなどで仮装して街を練り歩く南蛮

行列では、火縄銃保存会のみなさんが一斉に

空砲を鳴らすなど、観客を大いに盛り上げま

した。

姉妹都市交流

ISAISA City  City TopicsTopics

水辺の環境を観察して

学ぼう

　宮人川やビオトープで、「大鶴湖水環境改

善キャンペーン」が開催されました。

　地元 NPO や漁協、行政などで構成される

関係者会議が主催。自然を大切にする心や水

質改善に対する興味・関心を子どもたちに持

ってもらうのがねらいで、当日は保護者も含

む 24 人が参加しました。

　子どもたちは、水中生物を自分で捕まえて

観察し、水質や環境について学んだり、宮人

川にも入り清掃活動を行ったほか、川遊びも

楽しみました。

８ 26
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ザ
イ
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佐
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備
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協
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め
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都

市
部
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を
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を
出
し
て
退

職
し
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、
や
は
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安
定
し
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現
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を
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え
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不
安
は
あ
り
ま
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心
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も
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ま
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。
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縁
を

い
た
だ
い
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卒
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後
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や
っ

て
い
け
そ
う
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と
思
う
く
ら
い

に
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ま
れ
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お
り
ま
す
。
地
域
の

み
な
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

な
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
め
ざ
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
残
り
の
任
期
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

（
石
田　

萌
）

地域おこし協力隊

VOICE

伊佐の魅力を発信！

革小物教室も無事終了し、 難航中の工房用空き家探しに注力
しております。

牛尾地区の空き家を購入しました！
市内外から人が集まる場づくりに挑戦していきます。

鹿児島国体に合わせ、 イラストを使用した新しい伊佐のグッズ
を制作中です！

ン
プ
ル
を
織
り
ま
し
た
。
カ
シ
ミ

ア
よ
り
も
軽
く
て
暖
か
い
と
て
も

貴
重
な
糸
が
手
に
入
っ
た
の
で
冬

が
来
る
前
に
作
品
を
完
成
さ
せ
た

い
で
す
。

　

９
月
中
旬
に
は
織
に
特
化
し
た

外
国
人
向
け
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
織
作
家
が
来
日
し
、
伊
佐
に
５

日
間
滞
在
し
て
、
私
が
育
て
て
い

る
藍
で
羊
毛
の
生
葉
染
め
を
体
験

し
た
り
、
大
島
紬
関
連
の
体
験
や

見
学
な
ど
を
し
た
り
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
宿
泊
施
設
な
ど
か

ら
英
訳
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
英

語
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
素
敵
な
ご
縁
や
お
声

が
け
、
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
す

べ
て
が
私
の
今
の
伊
佐
で
の
充
実

し
た
生
活
に
繋
が
っ
て
お
り
、
こ

う
し
て
心
地
よ
く
暮
ら
せ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
田
中　

亜
紀
）

　

工
芸
も
の
づ
く
り
担
当
と
し
て

活
動
を
開
始
し
て
か
ら
５
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
内
容

が
濃
く
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
で

の
「
糸
織
り
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
講

座
」
で
は
た
く
さ
ん
の
方
に
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽
し

そ
う
に
織
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、

も
っ
と
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

提
供
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

創
作
活
動
と
し
て
は
、
８
枚
綜そ

う

絖こ
う

高た
か
ば
た機

を
組
み
立
て
終
わ
っ
て
サ

ゆのお四季倶楽部さんにて前目麓の田の神様の置物を販売いたします。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
石
田
で
す
。
今

月
は
デ
ザ
イ
ン
で
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
ひ
ま
わ
り
福
祉
会
さ
ん

の
新
商
品『
お
米
・
も
ち
麦
キ
ュ
ー

ブ
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
キ
ュ
ー

ブ
型
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
持
ち
運
び

や
す
く
お
土
産
に
ぴ
っ
た
り
。
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
３
０
０
ｇ(

２

合)

で
す
。
ひ
ま
わ
り
福
祉
会
さ

ん
が
伊
佐
の
地
で
大
切
に
育
て
た

お
米
を
ぜ
ひ
手
土
産
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
曽
木
食
彩
か
ま
ど
さ

ん
の
店
舗
で
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

お
土
産
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
柄
だ
け

で
な
く
、
サ
イ
ズ
感
も
大
事
な
デ

（久）
田　中

西　上

田　畑

佐　野

坂　元

15ページも
ご覧ください

10月11日 （水） 夕方6時10分〜NHK鹿児島 「哲也の部屋」 で、
だれやめ狂言 『大工の落書』 の取組をお話しさせていただきます！
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問い合わせ先　伊佐湧水警察署　☎２２－０１１０

１
１
０
番

だ
よ
り

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
つ
ぶ
し
て

交
通
事
故
防
止
！

人
生
の
年
輪

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る

申込 ・ 問い合わせ先　  大口地域包括支援センター　☎２３－２３７７・菱刈地域包括支援センター　☎２６－１３０７

男
性
限
定
！

「筋
力
ア
ッ
プ
教
室
」
参
加
者
募
集

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

10
月
の
対
象
活
動

○
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元
、 

校

　

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
高
齢
者
元
気
度

　

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

「
最
近
、
運
動
不
足
だ
な
」「
も
っ
と

体
力
を
つ
け
た
い
」
と
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
筋

力
や
体
力
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
高

齢
者
の
健
康
増
進
・
介
護
予
防
に
は
、

筋
力
維
持
と
筋
力
ア
ッ
プ
が
と
て
も
重

要
で
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
大
好
評
だ
っ

た
「
男
性
限
定
！
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
」

を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　

65
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
男
性

※
た
だ
し
、
治
療
中
の
病
気
等
で
主
治

　

医
か
ら
の
運
動
制
限
が
な
い
人

※
原
則
、
毎
回
受
講
で
き
る
人

受
講
料　

無
料

日程

 

・・
11
月
2
日
（木
）、  

９
日
（木
）、

　
　
　
　  

16
日
（木
）、
30
日
（木
）

 

・・
12
月
7
日
（木
）、
14
日
（木
）

時間

　
14
時
～
15
時
30
分

会場

 
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
ま
た
は

 

ま
ご
し
温
泉
多
目
的
ホ
ー
ル

内容

 

ス
ト
レ
ッ
チ

 

筋
力
ア
ッ
プ
運
動　

な
ど

定
　
員　

先
着
15
人

申
込
期
限　

10
月
20
日

（金
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
切
り
ま
す
。

　

今
す
ぐ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
！

※
参
加
希
望
者
に
は
、
詳
細
に
つ
い
て

　

の
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

昨年度の

様子

④
「
錯
覚
」
を
つ
ぶ
す

　

錯
覚
は
、
判
断
ミ
ス
を
招
き
ま
す
。

夜
間
走
行
時
、
前
車
の
テ
ー
ル
ラ
ン
プ

を
見
る
と
追
従
し
た
く
な
る
な
ど
の
ド

ラ
イ
バ
ー
心
理
が
働
く
と
こ
ろ
、
実
は

停
車
し
て
お
り
追
突
し
た
な
ど
、
錯
覚

に
よ
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
視

覚
上
の
錯
覚
を
知
る
と
と
も
に
、
疲
労

運
転
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
手
抜
き
と
省
略
」
を
つ
ぶ
す

　

手
抜
き
と
省
略
は
、
確
認
が
疎
か
に

な
り
ま
す
。
一
時
停
止
場
所
で
交
差
道

路
か
ら
い
つ
も
車
が
来
な
い
状
況
か
ら
、

「
今
日
も
車
は
来
な
い
だ
ろ
う
」
と
一

時
停
止
を
省
略
、
手
抜
き
す
る
な
ど
が

典
型
的
で
す
。
「
交
差
点
一
時
停
止
」

な
ど
と
呼
称
運
転
を
し
て
み
て
は
ど
う

で
す
か
。

⑥
「
疲
労
」
を
つ
ぶ
す

　

疲
労
は
、
事
故
を
誘
発
し
ま
す
。
疲

れ
が
た
ま
っ
て
い
る
と
、「
少
し
で
も

近
く
」「
少
し
で
も
早
く
」
と
い
う
心

理
が
働
き
ま
す
。
体
調
不
良
の
時
は
、

運
転
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
の
大
半
は
、
運
転
者
の
ミ

ス
、
つ
ま
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
次
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
を
な
く
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

①
「
急
ぎ
の
心
理
」
を
つ
ぶ
す

　

急
ぎ
の
心
理
が
危
険
行
動
を
生
み
ま

す
。
カ
キ
ク
ケ
コ
運
転
を

励
行
し
ま
し
ょ
う
。

②
「
慣
れ
」
を
つ
ぶ
す

　

慣
れ
は
、
油
断
を
生
み
ま
す
。
毎
日

同
じ
道
路
を
走
行
し
て
い
て
も
、
交
通

環
境
は
日
々
変
わ
り
ま
す
。
い
つ
も
と

違
う
危
険
性
を
感
じ
取
っ
て
運
転
の
仕

方
な
ど
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
「
思
い
込
み
」
を
つ
ぶ
す

　

思
い
込
み
は
、
得
て
し
て
確
認
を

怠
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
だ
ろ
う
運
転
」

を
や
め
、「
か
も
し
れ
な
い
運
転
」
を

励
行
し
ま
し
ょ
う
。

「
カ
」
… 

か
っ
か
し
な
い

「
キ
」
… 

き
に
し
な
い

「
ク
」
… 

く
よ
く
よ
し
な
い

「
ケ
」
… 

け
ん
か
し
な
い

「
コ
」
… 

こ
せ
こ
せ
し
な
い



護
者
な
ど
が
相
談
で
き
る
窓
口
で
す
。
鹿

児
島
県
の
相
談
対
応
時
間
は
平
日（
祝
日
・

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
除

く
）
９
時
～
22
時
で
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
か
、『
親

子
の
た
め
の
相
談
ラ
イ
ン

　

子
ど
も
家
庭
庁
』
と
検

索
し
て
、
友
だ
ち
登
録
を

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
】

お
ね
が
い
し
ま
す
！ 

親
を
責
め
な
い
で

子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
親
も
同
様
に
傷

つ
い
て
い
ま
す

　

子
ど
も
の
虐
待
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
虐
待
す
る
親
の
大
半
は
、
ひ
と
り

で
苦
し
み
、
悩
み
続
け
た
そ
の
結
果
が
子

ど
も
へ
の
虐
待
と
な
っ
て
現
れ
て
い
ま
す
。

見
か
け
た
こ
と
だ
け
で
、
親
を
決
し
て
責

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
親
は
、
助
け
を

求
め
て
い
ま
す

　

近
所
や
地
域
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う

と
、
一
層
社
会
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
ん
な
人
に
こ
そ
地
域
の
力
や
近
所

の
み
な
さ
ん
の
助
け
が
必
要
な
の
で
す
。

　

特
別
な
こ
と
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
身
近
に
い
る
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭

に
関
心
を
も
つ
こ
と
で
す
。
ま
た
、
可
能

で
あ
れ
ば
、
保
護
者
や
子
ど
も
に
さ
り
げ

な
く
声
か
け
や
手
助
け
を
す
る
な
ど
ご
自

身
が
で
き
そ
う
な
こ
と
を
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
と
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
】

親
子
の
た
め
の
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い

　

子
育
て
や
親
子
関
係
に
つ
い
て
悩
ん
だ

時
に
、
こ
ど
も
（
18
歳
未
満
）
と
そ
の
保
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問い合わせ先　こども課こども相談係　☎２３－１３１１　　 １２１５

健康
コーナーコーナー

内線

児童虐待は児童虐待は
社会全体で解決すべき問題です社会全体で解決すべき問題です

児
童
虐
待
と
は

　

親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
養
育
者
等
が
、

子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
す
こ
や
か
な

成
長
・
発
達
を
損
な
う
行
為
で
す
。

子
ど
も
の
虐
待
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

　

な
ぜ
、
親
が
わ
が
子
を
虐
待
す
る
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
場
合
、
ひ
と
つ
の
こ
と
が
原
因

で
は
な
く
、
左
の
図
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
重
な
っ
た
と
き
、
家
族
関
係
が

不
安
定
に
な
り
、
子
ど
も
の
虐
待
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。

オレンジリボンには

子ども虐待を防止するという

メッセージが込められています。

連絡・相談窓口

◆こども課　☎ 23-1311（市役所代表・随時対応）

◆鹿児島県北部児童相談所　☎ 0996-21-3150（平日 8:30～17:15）

◆鹿児島県中央児童相談所　☎ 099-264-3003（24 時間）

◆児童相談所全国共通ダイヤル　1
いちはやく

89 番（24 時間）

　※お近くの児童相談所につながります

○連絡者やその連絡内容などの情報は固く守られます。
○もし、連絡情報が間違いであった場合でも、連絡者が
　罰せられることはありません。
○あなたの連絡・相談が子どもを守るとともに、子育て
　に悩む保護者を支援するための大きな一歩となります。

と思ったら、

迷わず連絡してください
虐待かも ?!

 
 
 

 

●秘密は守られます。相談の際に収集された個人情報や相談内容については、相談者の同

意がない限り、第三者に公開することはありません。ただし、身体や生命に危険が及ぶと

■ 育児不安
　（子育てがうまくいかないなどの不安によるストレスなど）

■ 親自身の虐待された経験（精神的なトラウマ）

■ 病気・障害
　（病気などの体調不良による養育力の低下）

■ 精神的に不安な状態
　（産後うつやアルコール依存など）

■ 育てにくい子ども
　（かんしゃくが激しい、

こだわりが強い）

■ 病気・障がい
　（先天異常の疾患、

発達の遅れなど）

■ 核家族化によるもの
　（育児に関して相談できる人がいない）

■ 不安定な夫婦関係
　（夫婦げんかがたえない、ドメスティックバイオレンス）

■ 経済的不安
　（不景気による収入低下・失業など）

■ 地域からの孤立
　（近所の人とのつき合いが薄い）

親の要因

子どもの虐待
発生の可能性大 家族を取り巻く要因子供の要因
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・・ 菱刈図書館

　（菱刈ふるさといきがいセンター内）

☎ 26－３０００

・・ 大口図書館臨時窓口

　（オニツカ１階店舗内）

☎ 22－０417

　※営業時間　10時～ 18時

休 館 日 ： 月曜日

※月曜日が祝日のときは翌日

開館時間

火 ～ 土：９時～１８時

日・祝日：９時～１７時

へ

図
書
館

よ
う
こ
そ

わたしの本棚

三
千
円
の
使
い
か
た

原
田 

ひ
香 

著 

／
中
央
公
論
新
社推薦者　蓑田 啓子さん

（菱刈中学校司書）

　

「
人
は
三
千
円
の
使
い
方
で
人

生
が
決
ま
る
よ
」
と
、
主
人
公
の

祖
母
の
意
外
な
言
葉
か
ら
始
ま
る

物
語
で
す
。

　

家
族
３
世
代
４
人
、
年
代
も
環

境
も
違
う
主
人
公
た
ち
の
今
の
時

代
に
も
あ
る
あ
る
と
思
う
よ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
生
き
方
を
通
し
て
、

お
金
の
価
値
観
や
人
生
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
若
い
人
は

娘
た
ち
の
立
場
で
、
世
代
別
に
そ

れ
ぞ
れ
の
目
線
で
楽
し
め
る
本
で

す
。

お す す め の 一 冊 （新刊全点案内より引用）

ぼくのじゃがいも

ジョシュ ・ レイシー ： 作　モモコ ・ アベ ： 絵 
みやさか ひろみ ： 訳　　　　　　　 / こぐま社

　ペットが欲しいアルバートに、パパがプレ

ゼントしてくれたのは、なんと、じゃがいも！

アルバートは、じゃがいもをペットとして可

愛がるようになりますが…。生き物の伸びや

かな生命力が印象に残る、ゆかいな物語。　

　所蔵館：両館

図 書 館 情 報

● 

イ
ベ
ン
ト
情
報

秋
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

日
　
時　

10
月
21
日

（土
）
10
時
～
11
時

場
　
所　

菱
刈
図
書
館

内
　
容

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
ミ
ッ

ケ
」
に
よ
る
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ

ふ
れ
あ
い
メ
ル
ヘ
ン
ひ
ろ
ば

日　

時　

10
月
28
日

（土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

大
口
図
書
館
臨
時
窓
口

　
　
　
　

オ
ニ
ツ
カ
１
階

内　

容

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ぎ
ん
な
ん
」
に
よ
る
大
型

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ

● 

献
本

　

 

前
畑　

雄
也
さ
ん
（
伊
佐
市
）

● 

今
月
の
新
刊
本

【児
童
】

６
＋
１
の
不
思
議
／ 

斉
藤 

洋 

作
（
両
館
）

ど
す
こ
い
み
い
ち
ゃ
ん
パ
ン
や
さ
ん

／
町
田 

尚
子 

作
（
両
館
）

ジ
ブ
リ
の
食
卓
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ

／
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ 

監
修
（
大
口
）

【一
般
】

逆
転
正
義　
　

 

／
下
村 
敦
史 

著
（
両
館
）

百
鬼
園
事
件
帖
／　

 

三
上 
延 
著
（
両
館
）

子
ど
も
と
楽
し
く
学
ぶ
片
づ
け
の
教
科
書

／
清
水 

麻
帆
・
清
水 

幸
子 

著
（
菱
刈
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
刊
案
内
で
掲
載
以
外
の

　

本
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
菱
刈
図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

　

ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
入
れ
替

　

え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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政
情
報
「
農
の
い
ろ
は
」

【
事
故
防
止
対
策
】 

○
ほ
場
周
辺
の
危
険
箇
所
の
確
認
・
危
険

　

回
避
行
動
の
実
践
（
危
険
箇
所
で
の
減

　

速
、
危
険
箇
所
の
迂
回
ル
ー
ト
の
設
定

　

な
ど
） 

○
危
険
箇
所
の
改
善
（
道
路
端
や
曲
が
り

　

角
の
草
刈
り
、
路
肩
の
補
強
な
ど
） 

○
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着
し
て
公

　

道
を
走
行
す
る
際
は
、
十
分
な
道
幅
を

　

確
保
し
、
灯
火
器
を
設
置
し
て
、
安
全

　

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
農
業
機
械
の
定
期
的
な
点
検
・
整
備
を

　

行
い
、
整
備
不
良
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ

　

ま
し
ょ
う
。

【
被
害
軽
減
対
策
】 

【
熱
中
症
対
策
】

○
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
補
給
を
行
う
な

　

ど
、
熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
業
政
策
係

☎
㉓
１
３
１
１　
　
　

２
２
４
６

安
全
フ
レ
ー
ム
付
き

ト
ラ
ク
タ
ー
の
利
用

農
作
業
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

農
業
の
機
械
化
が
進
展
す
る
一
方
で
、

県
内
に
お
い
て
も
農
業
機
械
に
よ
る
農
作

業
事
故
の
発
生
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止

を
目
的
と
し
て
、
農
繁
期
の
４
月
～
６
月

を
「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
９
月

～
10
月
を「
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」

の
実
施
期
間
と
定
め
、
鹿
児
島
県
内
で
農

作
業
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
対
策
の
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
等
農
業
機

械
の
転
落
・
転
倒
に
よ
る
死
亡
事
故
等
が

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
に

作
業
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

農

内
線

　

近
年
若
年
層
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
へ
の

依
存
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
依
存
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
や
そ
の
背
景
を
学
び
、

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
周
り
で
見
守
る
大
人
も
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
適
切
な
声
か
け
や
関
わ
り
方
を
学
び
、
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

● 講　演「思春期におけるネット・ゲーム依存の

　　　　　理解とその対応について」

　　　　　　　松崎　尊信　氏

　　　　　　　（独立行政法人国立病院機構

　　　　　　　久里浜医療センター精神科診療部長）

対 象 者　関心のある人ならどなたでも（定員200人）

申込方法　ＱＲコード、または申込先へ

　　　　　お申し込みください。

申込期限　10月 18日 （水）

※当日は託児あり
　（10月 12日（木）までに予約が必要）

菱刈環境改善センター

日　時

場　所 ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
と
の

　　
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
考
え
る

「

「

● 
伊
佐
市
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業　

市
民
公
開
講
座

● 同時開催　12：00 ～ 14：00
　ネット ・ゲーム体験会 （ｅスポーツ協会）　

申込・問い合わせ先

社会福祉法人慈和会　　　☎２３－０３２２（前畑）

医療法人慈和会大口病院　☎２２－０３３６（竹原）

＜申込QRコード＞

https://shinsei.pref.kagoshima.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=UeLzglBs 
 

 

市基幹相談支援センター　☎２３－１３１７（佐抜）

こども課子育て支援係　　☎２３－１３２８

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用 

10 月21 日（土） 14：00 ～15：30
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　過ごしやすく運動をするには最適な季節です。そこで、運動不足

な現代人の健康づくりも兼ねて、なるべく文明の利器に頼らないエ

コな移動の方法を提案します。

　無理せず、できることから

実践しましょう。

地球にも家計にも
やさしい取組み！ 運動の秋だからこそ 移動手段

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎２２－１０６０

わが家の
エコエコ対策

ECOECO

旅をするなら

公共交通機関で
　春と同様、行楽も楽しい秋です。

旅に出るなら公共交通機関を使い

ましょう。マイカーで移動するよ

りも、大人数で共用できる電車や

バスなど公共交通機関を利用した

方が当然省エネにつながります。

さらに、知らない土地で見慣れな

い電車などに乗ること自体が旅の

一興となります。

徒歩

乗り換え
相乗り 数人で自動車に

相乗りする

　数人が同じ目的地に自動車で移動する場合は、

別々に行かずに相乗りをしましょう。移動での運

動効果は望めませんが、省エネには役立ちます。

　これこそ健康づくりも兼ねた究極のエコ

対策のひとつ。近場の移動なら、

なるべく歩くようにしましょう。

現代人の多くは運動不足です。

運動不足の解消のために、

近所をウォーキングしてみては？

なるべく歩く
習慣をつける

自転車 自転車を利用して
楽しむ

　歩くにはちょっと遠い距離なら、自転車を利用

しましょう。また自転車は、単なる移動手段とし

てだけでなく、スポーツとしての楽しみもありま

す。ただし、自転車も立派な車両です。きちんと

交通ルールを守ることも忘れずに。

　通勤などで自動車を使っている人は、スクー

ターに乗り換えてみましょう。晴れた日に風を

切って走れば、思った以上の気分転換、ストレス

解消になるものです。もちろん、省エネ効果だっ

て大いに期待できます。

自動車から
スクーターにする

　「３Ｒ」は、ごみを限りなく減らすことでごみの焼却や埋立

処理による環境への負担をできるだけ少なくし、さらに、限り

ある地球の資源の使用を減らすために、資源を有効的に繰り返

し使う社会（これを循環型社会と言います）を実現するための、

重要なキーワードです。

10月は

削減ｃｏ２

３Ｒ推進月間

リデュース
ごみの発生、資源の消費
をもとから減らすこと

リユース
繰り返し使うこと

リサイクル
資源として再び利用

すること

　３Ｒはどれも重要な行動ですが、特にごみの

発生、資源の消費をもとから減らすリデュース

が一番重要な行動です。まずは、「ごみになる

ものを買わない、もらわない」「長く使える製

品を買う」行動を心がけましょう。

くわしくは　 Re-Style　環境省　検索
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伊佐市定期相談会

　鹿児島県よろず支援拠点（カゴよろ）は個人事業主 

中小企業のみなさまへの経営支援体制強化のため、国（中

小企業庁）が全国 47 都道府県に各 1か所設置しており

多くの人にご利用いただいています。現在「カゴよろ」

では創業から経営改善まで、各支援機関と連携を図りな

がら経営者のみなさまのあらゆるご相談に対して、現役

のスペシャリストたちが無料でアドバイス支援を行い、

経営課題の解決をお手伝いしています。

毎月第３月曜日 10 時～ 16 時日　　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※祝日等により例外あり。最終受付時間15 時

場　　所　伊佐市役所菱刈庁舎１階　第１会議室
相談時間　１事業者に対して約１時間（要予約申込）

伊佐市／鹿児島県よろず支援拠点　合同

※申込フォームからアクセスして希望日時を入力し

てください。後日メールまたは電話で回答します。

予約・申込フォーム

URL : https://shinsei.pref.kagoshima.jp/nyHURrLY

売上拡大・経営改善・商品開発など経営上のさまざまなお悩みの解決をお手伝いします！

ぜひこの機会にみなさまの課題解決にお役立てください。

自営業 ・会社の社長さん、 創業をめざすあなた！

だれやだれやめ狂
き ょ う げ ん

言『大工の落
ら く が き

書』

場　  所 … 

（駐車場 100 台）

郡山八幡神社の境内

料　  金 … 無料

※雨天時は中止

[ 昨年の１回目 ]

[昨年の２回目]

2 回目 … 17 時 30 分開演

1 回目 … 11 時開演

日にち  10月29日（日）

詳細はコチラから！

問い合わせ先

企画政策課産業政策係

☎２３－１３１１　　　１３０４内線
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羽月北 ・白木地区の自治会内

の自宅前等での乗降が可能。

内線

問い合わせ先　

地域振興課地域資源活用係　　　

３２２

大口バス停のほか、 行政施設、

商業施設、 医療施設、 金融機

関等、 指定された27か所で

乗降可能。

※市街地内での移動は利用不可

運行時刻

上り便 （羽月北 ・白木地区 → 大口地区市街地）

便名 　　　 羽月北 ・ 白木地区 　　　 大口地区市街地

１便   9：00 ごろ   9：45 ごろ

２便 10：00 ごろ 10：45 ごろ

着発

下り便 （大口地区市街地 → 羽月北 ・白木地区）

便名 　　　 大口地区市街地 　　　 羽月北 ・ 白木地区

３便 11：00 ごろ 11：45 ごろ

４便 13：00 ごろ 13：45 ごろ

５便 14：00 ごろ 14：45 ごろ

着発

のりあいタクシーのりあいタクシー
無料実証運行中無料実証運行中！！ 10月31日まで！

運行日　　月曜～土曜 （前日の17時までに予約が必要です）

予約専用ダイヤル ☎ 22－8813

市内バス ・羽月北線を一時運休して

Information

羽月北・白木地区

Information

国際コンタクト ・ インプロビゼーション ・ フェスティバル 

 i-Dance Japan2023

チケット　3,000 円　　高校生以下 ： 1,500 円

予約・問い合わせ先　☎０９０－３９１０－６７１６（ かつべ）・   idancejapan@gmail.com

取 扱 先　伊佐市役所大口庁舎総合案内所、菱刈庁舎３階文化スポーツ課、伊佐市文化会館、

　　　　　菱刈環境改善センター、オニツカ

予　　約　お名前・電話番号・チケット枚数を予約先にお知らせください。

　４年ぶりに国際ダンスフェスティバルを開催します。ア

メリカ、イスラエル、アジア、日本各地からの豪華アーティ

ストたちによる、ダンス・ 音楽・美術・照明の即興コラ

ボレーション。日本全国、この先駆的なパフォーマンスが

見られるのは伊佐市文化会館だけです。必見です !

大口地区市街地

10 月 15（日）日　時 15 時開演
（14 時 30 分開場）

会　場　伊佐市文化会館大ホール

もうすぐ
終了
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　スマートフォンの基本操作、インターネット、アプリ、地図、ＳＮＳなどの講習会を開催します。

スマートフォンをお持ちでない人でも参加することができます（貸出機器の数に限りがあります）。

10月 5日（木）
10 ： 00 ～

申込受付開始

定　　員　各コース ８人（定員に達し次第受付終了）

講習会  〈 詳しい講座内容は、 電話またはホームページで確認してください 〉

日程 （２日間） 会場

１  11 月   1 日（水）～   2 日（木）   まごし館
２  11 月   8 日（水）～   9 日（木）   大口元気こころ館
３  11 月 15 日（水）～ 16 日（木）   西太良地区コミュニティセンター
４  12 月   5 日（火）～   6 日（水）   湯之尾校区集会施設
５  12 月 12 日（火）～ 13 日（水）   大口元気こころ館
６  12 月 14 日（木）～ 15 日（金）   まごし館
７    1 月 11 日（木）～ 12 日（金）   山野基幹集落センター
８    1 月 17 日（水）～ 18 日（木）   大口元気こころ館

　　時間 13:00 ～ 16:30　　※８コースのみ 13:00 ～ 15:15

スマートフォン講習会を開催

行政相談委員に相談してみませんか

Information

Information

問い合わせ先

企画政策課行政改革係

　　　１１２７内線

　毎日の暮らしの中で、登記、年金、道路、社会福祉

など国の役所の仕事などについて、疑問・苦情や意見・

要望はありませんか。

　総務大臣委嘱の行政相談委員は、みなさまの相談相

手として、役所のサービスや行政の仕組み、手続に関

する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関

に対する改善の申し入れを行っています。

　右記のとおり、行政相談所を開設しますので、お気

軽にご利用ください。相談は無料で秘密は守られます。

行政相談週間　10 月 16 日（月）～ 22 日（日）

▶ 大口元気こころ館　９時～ 12 時

▶ まごし館　13 時～ 16 時

相談日程 10月17日（火）

相談委員

・・小椎八重　猛さん

・・向江　知恵子さん

問い合わせ先

鹿児島行政監視行政相談センター

☎０９９－２２４－３２４７

詳細・申込先

　　　　　　　　　　　　　　　　（講習会予約専用電話）

平日 10:00 ～ 17:00　WEB 申込みは 24 時間

ホームページからも講座内容の確認や申込みができます。

☎ 050-1807-8591
▼ホームページ

0© 2023 CONEXIO Corporation.

講習会予約

【講習会予約用QRコード】

【講習会予約用電話番号】

・24時間365日予約が可能です

０５０－１８０７－８５９１
※平日の10:00-17:00に予約が可能です

【予約締切】
講習会の2日前の午前0時に
設定しております

無料・先着順・申込制
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Information

Information

秋の曽木の滝ウォーキング大会

伊佐市観光ガイドが案内する

日    時 10 月 29 日（日）

10 月 21 日（土）

９時～ 12 時（予定）
受付８時 20 分～

集合場所　曽木の滝観光案内所
　　　　　　（曽木の滝公園内）

伊佐市観光ガイド「伊佐の風」の案内で、曽木伊佐市観光ガイド「伊佐の風」の案内で、曽木

の滝周辺を約８㎞にわたりウォーキングしますの滝周辺を約８㎞にわたりウォーキングします

申込・連絡

問い合わせ先
曽木の滝観光案内所　☎２８－２６００　※ 10 時～ 16 時・月曜休館

～ 「曽木の滝」の魅力を

お客様と一緒に楽しみませんか♪ ～

興味や関心のある人、

ぜひご連絡お待ちしています！

参 加 料　 1 人 500 円 （保険など）　※当日徴収

申込方法　 曽木の滝観光案内所に電話で申込み

申込期限　 10 月 28 日 （土）

新会員募集中観光ガイド

伊佐市青少年健全育成大会・

伊佐さわやかあいさつ運動推進大会

　子どもたちが健全に成長し、あいさつ飛び交う活気ある伊佐市をめざして、

伊佐市青少年健全育成大会兼さわやかあいさつ運動推進大会を開催します。

● オープニング　大口中央中学校吹奏楽部による演奏

● 表彰式　社会教育功労者・あいさつ運動標語入賞者・黄金の俳句入賞者

● 青少年健全育成活動発表

　・青少年育成活動発表（牛尾校区コミュニティ協議会）

　・「ダンスで街元気に」活動発表（大口高等学校）

　・全国和牛共進会出場活動発表（伊佐農林高等学校　尾口誠真さん）

問い合わせ先　社会教育課　☎２６－１５５４

伊
佐
市
の
青
少
年
の
活
動
や
意
見
発
表
、

青
少
年
育
成
者
の
思
い
が
伝
わ
る
大
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　時 13 時～ 15 時 20 分

場　所　伊佐市文化会館大ホール

内　容

参加者
募集中！
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　入札参加希望者は、次の事項に注意して一般競争入札に参加してください。

物品１ 物品２ 物品３ 物品４ 物品５

車　名 三菱 トヨタ トヨタ ダイハツ ダイハツ

型　式 KK-FE53EB 改 GB-YY131 GB-YY131 CBA-L350S CBA-L350S

種別・用途 普通特種 普通特種 普通特種 軽乗用 軽乗用

車体形状 消防車 （ポンプ車） 消防車 （可搬車） 消防車 （可搬車） 箱型 箱型

初年度登録年月 平成１１年１１月 平成９年１１月 平成９年１１月 平成１６年５月 平成１６年５月

車検満了日 令和５年１１月２９日 令和５年１２月２日 令和５年１１月１８日 令和６年６月２０日 令和５年５月２８日

走行距離（km） 9,299 11,849 12,989 222,324 214,298

総排気量（L） 5.24 1.99 1.99 0.65 0.65

燃　料 軽油 ガソリン ガソリン ガソリン ガソリン

車体色 赤 赤 赤 白 白

変速機 ＭＴ ＭＴ ＭＴ ＡＴ ＡＴ

最低売却価格 50,000 円 10,000 円 10,000 円 1,000 円 1,000 円

備　考  ※エアコンなし  ※エアコンなし  ※エアコンなし  ※エアコン不良  ※エアコン不良

※詳しくは市ホームページに記載されている売却案内書をご覧いただくか、お問い合わせください。

市が使用していた 公用車を売却します
提出・問い合わせ先

会計課管理係　　　１２８５内線

● 入札参加申込書の受付

①受付期間

　10 月 23 日 （月） ～ 31 日（火）

　※土日、祝日を除く

②配布場所　会計課（大口庁舎１階）

③提出方法　郵送または持参

● 入札方式

①提出期限　※必着

　11 月 7 日 （火） 17 時まで 

②提出方法　郵便入札のみ

※一般書留郵便、簡易書留郵便、特

　定記録郵便のいずれかの方法で郵

　送してください。持参その他の方

　法は受け付けません。

● 売払物品の公開期間及び場所

※物品を見学する場合は、事前連絡が必要。

①期　間　10 月 23 日 （月） ・ 24 日 （火） の 2 日間

             　10 時～ 16 時

②場　所　伊佐市役所環境政策課　奥広場

　　　　　（大口里 1092 番地）

Information

菱刈パークゴルフ場の休場日
内線

Information

　菱刈パークゴルフ場は、10 月 1 日から 施設管理

作業実施のため  毎週月曜日  を休場日とします。

 みなさまのご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先

地域振興課観光特産ＰＲ係　　　３２７

● その他

　入札物品の落札者への引き渡し方法は現状渡しとし、引

き渡し後の不調や故障についての保障はしません。また、

引き渡しに係る経費は全て落札者の負担とします。

● 開札日時　11月  8 日（水）10時

● 売買代金の納入

　市が発行する納入通知書により契約時に全額納入



ISA City Public Relations  2023.10.01　　20

広告

お
知
ら
せ

伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

窓
口
延
長
及
び
日
曜
窓
口
終
了

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
は
、
９
月
30

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
毎
週
火
曜
日
の
窓
口
延
長
及
び
毎
月

第
４
日
曜
日
の
窓
口
開
庁
は
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係
（
大
口
庁
舎
）

１
１
５
７

地
域
総
務
課
市
民
窓
口
係
（
菱
刈
庁
舎
）

２
１
２
１

補
助
対
象
者

生
活
排
水
に
よ
る
河
川

等
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る
た
め
に
、
個
人
の
専
用
住
宅

に
既
設
の
単
独
浄
化
槽
ま
た
は

汲
み
取
り
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
切
り
替
え
を
す
る
人
。

補
助
金
の
額
（
基
準
額
）

〇
５
人
槽
：
３
３
２
、
０
０
０
円

〇
７
人
槽
：
４
１
４
、
０
０
０
円

〇
10
人
槽
：
５
４
８
、
０
０
０
円

単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
槽
か
ら
の

転
換
に
係
る
補
助

〇
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
必
要

と
な
る
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲

み
取
り
槽
の
撤
去
工
事
に
係
る
費
用
。

上
限
：
９
万
円

〇
単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
槽
か
ら

の
転
換
に
お
け
る
、
宅
内
配
管
と
し
て

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
流
入
管
、
弁
の

設
置
及
び
住
居
の
敷
地
に
隣
接
す
る
側

溝
ま
で
の
放
流
管
の
工
事
に
係
る
費
用
。

上
限
：
15
万
円

上
乗
せ
補
助

市
内
に
事
業
所
を
置
い
て
い
る
業
者
が

施
工
し
た
も
の
に
限
り
、
基
準
額
に
５
万

令
和
５
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
金

円
の
上
乗
せ
補
助
（
各
槽
共
通
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

※
古
い
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新
し
い
合
併

処
理
浄
化
槽
に
取
り
換
え
る
場
合
や
、

農
業
集
落
排
水
事
業
の
処
理
対
象
区
域

に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

は
、
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
交
付
対
象
基
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

☎
㉒
１
０
６
０

日

時

10
月
22
日

（日
）

14
時
～
15
時

会
　
　
場　

伊
佐
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出

演

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

 Felice

内

容

マ
ン
ド
リ
ン

出
演
者
か
ら

Felice

と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
幸
せ

と
い
う
意
味
で
す
。
い
さ
の
お
ん
が
く
た

い
で
再
び
演
奏
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
精
一
杯

い
さ
の
お
ん
が
く
た
い

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
な
演
奏
曲

パ
プ
リ
カ
、
ド
ラ
え
も
ん
、
秋
桜
、
め

ざ
せ
ポ
ケ
モ
ン
マ
ス
タ
ー

ほ
か

※
入
場
無
料
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
入
場
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
芸
術
係

☎
㉖
１
５
７
８

　

十
曽
青
少
年
旅
行
村
は
、
10
月
１
日
か

ら
指
定
管
理
者
の
管
理
運
営
と
な
り
ま
す
。

十曽青少年旅行村
（指定管理者：JPT・Tours・Japan 株式会社）

☎０９９５―２２―０９５９

※ただし 10 月中の予約受付は web 受付

のみとなります。

予約サイト「なっぷ」〉〉〉〉〉〉

https://www.nap-camp.com

十
曽
青
少
年
旅
行
村
指
定
管
理

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
観
光
特
産
Ｐ
Ｒ
係

３
２
７

キャンプ場予約先

内
線

内
線

内
線
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海
難
事
故
防
止
秋
季
安
全
推
進
活
動

　

串
木
野
海
上
保
安
部
で
は
、
10
月
１
日

～
31
日
の
間
、
秋
季
安
全
推
進
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

次
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
海
難
事

故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

串
木
野
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
９
９
６
―
３
２
―
２
３
６
２

①
天
気
や
体
調
を
確
認
し
無
理
を

し
な
い

②
行
き
先
を
第
三
者
に
伝
え
単
独

行
動
を
し
な
い

③
立
入
禁
止
区
域
内
に
入
ら
な
い

④
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
す
る

Information

10
月
の
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
り
替
え

計
量
法
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
８

年
で
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
が
委
託
す
る
市
内
の
管
工
事
組
合
等
が

対
象
の
ご
家
庭
に
伺
い
、
無
料
で
交
換
し

ま
す
。
ま
た
、
対
象
の
ご
家
庭
に
は
事
前

に
検
針
票
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
メ
ー
タ
ー
器
本
体
の
管
理
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《口
径
13
㎜
》

【
大
口
地
区
】

　

郡
山
、
郡
山
団
地
、
牛
尾
な
ど

　

鹿
児
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会
が
講
座
を

行
い
ま
す
。
一
緒
に
手
話
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

10
月
31
日

（火
）

14
時
～
16
時

場

所

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

多
目
的
ホ
ー
ル

講
座
内
容

①
か
ご
し
ま
県
民
手
話
言
語
条
例
に
つ
い

て
②
聴
覚
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う
（
ど
の
よ
う
な
障
が
い
？
）

③
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

④
手
話
の
練
習
（
あ
い
さ
つ
、
自
己
紹
介
、

数
字
な
ど
）

定

員

先
着
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

県
民
向
け
手
話
講
座

伊
佐
市
総
合
体
育
館
休
館

伊
佐
市
総
合
体
育
館
は
、
天
井
改
修
工

事
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、

武
道
場
は
使
用
で
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８

【
菱
刈
地
区
】

前
目
麓
な
ど

《口
径
20
㎜
以
上
》

市
内
の
検
定
満
期
を
迎
え
る
量
水
器

取
り
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
、
取
り
替
え
作
業
を
行
い

ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

そ
の
場
合
は
「
取
り
替
え
済
」
伝
票
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係

１
２
９
２

10
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
の
流
行
や
、
定
員
数
に
満
た
な

い
場
合
な
ど
、
開
講
が
難
し
い
と
判
断

し
た
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係

☎
㉓
１
３
３
０

f-syogai@city.isa.lg.jp

休
館
期
間

10
月
１
日
～

　

令
和
６
年
３
月
31
日

日
　
　
時　

10
月
26
日

（木
）

９
時
45
分
～
11
時

内

容

一
緒
に
体
操
を
し
た
り
、
芋
掘
り
を
し

た
り
し
ま
す
（
汚
れ
て
も
良
い
服
で
お
い

で
く
だ
さ
い
）。

※
雨
天
時
は
室
内
で
活
動
（
上
履
き
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

対

象

児

３
歳
児
～
５
歳
児

伊
佐
市
立
本
城
幼
稚
園

１
日
体
験
入
園

持
参
す
る
物　

帽
子
・
飲
み
物
・
マ
ス
ク

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
よ

り
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
日
時

月
～
金
曜
日
の
平
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分

申
込
期
限

10
月
25
日

（水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
本
城
幼
稚
園

☎
㉖
０
１
８
５

　

本
城
幼
稚
園
に
遊
び

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

内
線
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内
線

内
線

内
線

伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

膠
原
病
医
療
講
演
会

日
　
　
時　

11
月
18
日

（土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

受
付
開
始
13
時
15
分
～

場

所

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

多
目
的
ホ
ー
ル

対

象

者

膠
原
病
患
者
・
家
族
・
関
係
者
等

講

師

伊
藤

加
菜
絵

医
師

（
今
村
総
合
病
院
救
急
・
総
合
内
科
（
膠

原
病
・
リ
ウ
マ
チ
科
）
：
伊
佐
市
出
身
）

申
込
方
法

11
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
ご
し
ま
膠
原
病
の
会
（
青
空
の
会
）

☎
０
９
０
―
１
９
６
９
―
２
０
１
７

代
表
：
平
山

大
口
保
健
所
（
担
当
：
今
村
）

☎
㉓
５
１
０
３

歯
周
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

伊
佐
市
で
は
、
本
年
度
中
に
40
歳
、
50

歳
、
60
歳
、
70
歳
に
な
る
人
を
対
象
に
歯

周
病
検
診
（
歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診
）
を
行

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
９
月
中
に
「
歯

周
病
検
診
受
診
券
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

お
口
と
体
の
健
康
を
守
る
た
め
に
歯
周

病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

10
月
２
日
（
月
）
～

令
和
６
年
２
月
16
日
（
金
）

実
施
場
所

伊
佐
市
内
の
歯
科
医
院

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
歯

周
病
検
診
受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

料

金

歯
周
病
検
診
の
み
無
料

※
検
診
後
、
治
療
や
処
置
等
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成

対

象

者

①
65
歳
以
上
（
昭
和
33
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
）
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
及
び
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人

実
施
期
間

10
月
１
日
（
日
）
～

令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）

実
施
場
所

市
内
の
各
医
療
機
関

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
、
接
種
開
始
時
期

は
異
な
り
ま
す
。

助

成

額

被
接
種
者
１
人
に
つ
き
１
、
５
０
０
円

を
助
成
し
ま
す
。
接
種
料
金
か
ら
市
の
助

成
額
を
差
し
引
い
た
料
金
を
各
医
療
機
関

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

予

診

票

①
の
対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
期
間
内
に
65
歳
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、

誕
生
日
の
前
日
か
ら
が
助
成
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

②
の
対
象
者
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
健
康
推
進
係

１
２
４
４

第
15
回
水
彩
画
同
好
会
作
品
展
示
会

里
夢
会
・
粋
彩
会
の
水
彩
画
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

期

間

10
月
16
日
（月
）～
23
日
（月
）

時

間

９
時
～
17
時

場

所

伊
佐
市
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
㉖
１
５
５
４

２
０
２
４

（令
和
６
）
年
版

鹿
児
島
県
民
手
帳
の
販
売

販
売
窓
口

【
大
口
地
区
】

県
伊
佐
庁
舎
別
館
２
階
、
山
野
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
、
羽
月
地
区
公
民
館
、
羽
月

西
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
西
太
良
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
企
画
政
策
課
及

び
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）

【
菱
刈
地
区
】

菱
刈
ふ
る
さ
と
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
、

湯
之
尾
校
区
集
会
施
設
、
田
中
校
区
集
会

施
設
、
本
城
校
区
集
会
施
設
、
地
域
総
務

課
（
菱
刈
庁
舎
）

販
売
期
間

10
月
１
日

（
日
）
～
12
月
21
日
（
木
）

※
土
日
・
祝
日
、
閉
館
日
を
除
く

販
売
時
間

８
時
30
分
～
17
時

持
参
す
る
物

歯
周
病
検
診
受
診
券
と
健
康
保
険
証

問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
健
康
推
進
係

１
２
４
３

販
売
代
金

１
冊
６
６
０
円
（
税
込
）

○
カ
バ
ー
の
色
：

黒
、
赤
、
青
色
の
３
種
類

※
青
色
は
冊
数
限
定
の
た
め
在
庫
に
よ
り

ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
サ
イ
ズ
：
縦
15
㎝
×
横
８
・
５
㎝

※
販
売
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
調
整
係

１
１
２
４
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内
線

広告 伊佐市報　2023.9・10掲載分
１枠

従業員募集中！

養 豚

詳細はホームページをご覧下さい！

ハローワーク大口で求人公開中。

伊佐市報　2023.9・10掲載分
１枠

従業員募集中！

養 豚

詳細はホームページをご覧下さい！

ハローワーク大口で求人公開中。

伊佐市報　2023.9・10掲載分
１枠

従業員募集中！

養 豚

詳細はホームページをご覧下さい！

ハローワーク大口で求人公開中。

Information

子
育
て
支
援
講
習
会
参
加
者
募
集

日
　
　
時　

10
月
27
日

（金
）

9
時
30
分
～
11
時
30
分

場

所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
議
室

内

容

感
染
症
予
防
と
対
策

講

師

伊
佐
市
保
健
師

参

加

料

無
料

参
加
資
格

概
ね
55
歳
以
上
の
人

申
込
期
限

10
月
24
日

（火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

広告

募　
　

集

◆
刃
物
研
ぎ
講
習
会

日

程

10
月
26
日
（
木
）

▽
午
前
の
部
：
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内
容
：
砥
石
を
使
用
し
た
刃
物
研
ぎ

▽
午
後
の
部
：
13
時
～
15
時
30
分

内
容
：
研
磨
機
を
使
用
し
た
刃
物
研
ぎ

※
午
前
の
み
、
午
後
の
み
で
も
受
講
可
能

で
す
。
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

準

備

物

包
丁
ま
た
は
鎌
（
１
人
３
本
ま
で
持
参

可
）、
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
雑

巾申
込
期
限

10
月
20
日
（
金
）

◆
わ
ら
細
工
講
習
会

日

時

10
月
30
日（
月
）～
31
日（
火
）

刃
物
研
ぎ
講
習
会
・
わ
ら
細
工
講
習

会
受
講
者
募
集

13
時
30
分
～
16
時

内

容

正
月
用
し
め
縄
飾
り
製
作

準

備

物

丈
夫
な
は
さ
み
、
手
袋
（
軍

手
ま
た
は
ゴ
ム
引
き
）

申
込
期
限

10
月
27
日
（
金
）

【
共
通
事
項
】

場

所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
所

受

講

料

無
料

定

員

先
着
15
人

受
講
資
格

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

例
年
、
夏
の
終
わ
り
か
ら

秋
に
か
け
て
、
毒
キ
ノ
コ
を

食
用
キ
ノ
コ
と
誤
認
し
て
採
取
、
喫
食
す

る
こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
毒
キ
ノ
コ
に

よ
る
食
中
毒
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

食
用
の
キ
ノ
コ
と
確
実
に
判
断
で
き
な
い

キ
ノ
コ
類
の
採
取
、
譲
渡
、
販
売
及
び
喫

食
を
行
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
業
政
策
係　
　
　
　

２
２
４
７

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒

　

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対

す
る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑
問
等

に
つ
い
て
、
県
庁
社
会
福
祉
課
の
職
員
が

み
な
さ
ま
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
時

10
月
19
日

（木
）

11
時
～
14
時
30
分

会

場

湧
水
町
栗
野
中
央
公
民
館

相
談
内
容

〇
戦
傷
病
者
や
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金

〇
援
護
年
金

〇
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

〇
そ
の
他
、
日
頃
か
ら
援
護
や
軍
人
恩
給

令
和
５
年
度　

移
動
援
護
相
談

に
関
し
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

※
事
前
申
込
不
要
。
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料

を
お
持
ち
の
人
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給
係

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
８
２
８
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　７月 31 日、ふるさと納税業務（ホームページ

の作成や受注対応）の受託等をされているＬＲ株

式会社（写真左）より企業版ふるさと納税（寄附）

をしていただきました。

　本市のふるさと納税業務も担っていただいてお

りますので、ぜひホームページ

をご覧ください。

　いただいた寄附は、「子育て支

援事業」に活用させていただき

ます。

ＬＲ株式会社に感謝状を贈呈

広告

（
８
月
１
日
～
８
月
31
日
受
付
分
）

大
井　

崚り

ょ
う生

（
竜
二
・
麗
美
／
鳥
巣
下
）

橋
口　

蓮れ
ん

（
勇
士
・
千
里
／
築
地
）

宮
薗　

芙ふ

き季
（
勝
秀
・
雅
子
／
鳥
巣
上
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
８
月
1
日
～
８
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

寺
山　

政
久

94
（
牛
尾
）

藤
井　

尚
子

60
（
里
町
）

田
子
山　

シ
メ　
　

82
（
高
校
西
）

橋
本　

啓
治

95
（
大
田
）

碇
子　

順
一

80
（
永
野
原
）

高
岸　

ト
シ

99
（
東
戸
切
）

平
川　

ヒ
サ
ヱ

95
（
西
本
町
）

山
野
地
区

前
田　

キ
ミ
子

93
（
春
村
）

内
田　

タ
ミ

96
（
平
原
）

平
江　

ミ
ツ
子

91
（
敬
寿
園
）

羽
月
地
区

下
笠　

秋
男

76
（
鳥
巣
上
）

　
　

　
 

　
　

　
 伊佐さわやかあいさつ運動伊佐さわやかあいさつ運動

９月活動９月活動 ○ 羽月西小学校区

毎月

日は
13

西
太
良
地
区

　

野　

幸
夫

90
（
諏
訪
）

菱
刈
地
区

松
下　

親
好

95
（
田
中
上
）

南
永
・
本
城
地
区

倉
野　

泰
二

74
（
町
舟
津
田
上
）

松
崎　

弘
一

86
（
本
城
麓
）

誕
生

・
お
く
や
み
は
、
掲
載
を
希
望
し
た
方

だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

企業版ふるさと納税で本市を応援

ＬＲ株式会社に感謝状を贈呈

７月 31 日、ふるさと納税業務（ホームページの作成や受注対応）の受託等をされている

ＬＲ株式会社様（写真左）より企業版ふるさと納税（寄附）をしていただきました。

本市のふるさと納税業務も担っていただいておりますので、ぜひホームページをご覧下

さい。

いただいた寄附は、「子育て支援事業」に活用させていただきます。

広告

企業版ふるさと納税で本市を応援企業版ふるさと納税で本市を応援
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広告

〈
キ
リ
ト
リ

〉

　世
せ か い じ ゅ う

界中から不
ふ び ょ う ど う

平等を減
へ

らそう 　だれもがずっと安
あ ん ぜ ん

全に暮
く

らせて、

災
さ い が い

害にも強
つ よ

いまちをつくろう

世
せ か い

界の半
はんぶん

分以
い じ ょ う

上が都
と し

市で暮
く

らす

　現
げ ん ざ い

在、 都
と し

市に暮
く

らす人
ひ と

の割
わ り あ い

合は、 世
せ か い

界人
じ ん こ う

口の

半
は ん ぶ ん

分以
い じ ょ う

上ですが、 今
こ ん ご

後、 都
と し

市に住
す

む人
ひ と

がますま

す増
ふ

えると考
かんが

えられていて、 2050 年
ね ん

には世
せ か い

界人
じ ん

口
こ う

の 3 分
ぶ ん

の 2 が都
と し

市に住
す

むと予
よ そ う

想されています。

持
じ ぞ く

続可
か の う

能なまちづくり

　便
べ ん り

利で快
か い て き

適な都
と し

市の暮
く

らしですが、 人
じ ん こ う

口が集
しゅう

中
ちゅう

することで、 住
じ ゅ う た く

宅不
ぶ そ く

足、 道
ど う ろ

路などのインフラの

老
ろ う き ゅ う か

朽化、 大
た い き

気汚
お せ ん

染やごみ問
も ん だ い

題などさまざまな問
も ん だ い

題

も起
お

きています。

　今
こ ん ご

後も住
す

み続
つ づ

けられるまちにするために、 限
か ぎ

りあ

る資
し げ ん

源を未
み ら い

来へつなぎ、 環
か ん き ょ う

境負
ふ か

荷が小
ち い

さくなるよ

うに計
け い か く

画された持
じ ぞ く

続可
か の う

能なまちづくりが大
た い せ つ

切です。

世
せか い じ ゅ う

界中で拡
かく だ い

大する不
ふび ょ う ど う

平等

　多
お お

くの国
く に

でかつてないほど格
か く さ

差が広
ひ ろ

がっていま

す。 世
せ か い

界では、 最
もっと

も豊
ゆ た

かとされる約
や く

1％の人
ひ と

が、

世
せ か い

界全
ぜ ん た い

体の資
し さ ん

産の約
や く

30％を持
も

っていると言
い

わ

れています。 また、 年
ね ん れ い

齢、 性
せ い べ つ

別、 障
しょう

がい、 人
じ ん し ゅ

種、

民
み ん ぞ く

族、 出
し ゅ つ じ

自、 宗
しゅうきょう

教などによる不
ふ び ょ う ど う

平等もあります。

不
ふび ょ う ど う

平等や差
さ べ つ

別を減
へ

らすには

　日
に ほ ん

本でも性
せ い べ つ

別、 国
こ く せ き

籍や障
しょう

がいの有
う む

無などによっ

て差
さ べ つ

別されることがあります。

　これらは“ 違
ち が

い” であり、 どちらかが優
す ぐ

れてい

るわけではなく、 違
ち が

いがあるからこそ学
ま な

び合
あ

うこと

ができます。 不
ふ び ょ う ど う

平等や差
さ べ つ

別を減
へ

らすには、 お互
た が

い

の違
ち が

いを認
み と

め、 相
あ い て

手を尊
そ ん ち ょ う

重

することが何
な に

よりも大
た い せ つ

切です。

目
もくひょう

標 10　人
ひと

や国
くに

の不
ふびょうどう

平等をなくそう 目
もくひょう

標 11　住
す

み続
つづ

けられるまちづくりを

や
っ
て
み
よ
う
！

や
っ
て
み
よ
う
！

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

目
もくひょう

標 取
と

り組
く

むこと チェック

  障
しょう

がいの有
う む

無や性
せいべつ

別の違
ちが

いなど、 それぞれの違
ちが

いを認
みと

め、 相
あ い て

手
  を尊

そんちょう

重しましょう □
 ごみ拾

ひろ

いなど、 地
ち い き

域の清
せいそう

掃活
かつどう

動に参
さ ん か

加してみましょう □
  あなたが考

かんが

える取
と り く み

組を書
か

き込
こ

んで 実
じっせん

践してみましょう！

□

広告
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人口のうごき

R５.9. １現在 （前月比）

（住民基本台帳から）

総人口 23,486 人 （－  13）

男 10,974 人 （－  13）

女 12,512 人 （±　  ０）

世帯数 12,685 世帯 （＋　  ４）

広
報
い
さ
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佐
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鹿
児

島
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伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

https://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
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city.isa.lg.jp

■
編

集
／

企
画

政
策

課
     　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

朝
晩
は
涼
し
く
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は

「
秋
」
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

が
浮
か
び
ま
す
か
？
紅
葉
や
黄
金
色
に

輝
く
稲
穂
の
美
し
い
風
景
、
秋
の
味
覚
、

芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

が
で
き
る
の
が
秋
の
醍
醐
味
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
は
専
ら
「
食

欲
の
秋
」
を
過
ご
し
て
き
た
私
で
す
が
、

カ
メ
ラ
を
握
っ
て
半
年
。
今
年
は
「
芸

術
の
秋
」
に
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
の
伊
佐
の
秋
と
い
え
ば
や
は
り

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」。
か
ご
し
ま
国
体
が

い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
。
カ
ヌ
ー
競

技
で
は
、
伊
佐
市
出
身
の
選
手
も
出
場

し
ま
す
の
で
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ

う
！

　

「
○
○
の
秋
」。
テ
ー
マ
を
設
け
る
と

普
段
と
違
っ
た
秋
の
楽
し
み
方
が
で
き

る
か
も
？

編
集
後
記

〒８９５－２５１１　伊佐市大口里１８８８番地

広報いさ「読者のひろば」プレゼント係　E-mail:koho@city.isa.lg.jp
投稿先

読

者

の
ひ
ろ
ば

読

者

の
ひ
ろ
ば

読読

者者

のの
ひひ
ろろ
ばば

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

健
康
に
感
謝

　

70
代
も
後
半
に
な
り
、
亡
き
両
親
に
感
謝
の
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。「
５
人
の
孫
に
囲
ま
れ
、幸
せ
な
日
々
」

　

中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
働
き
な
が
ら
定
時
制
高

校
に
通
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
青
春
時
代
に
悔
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
の
背
を
み
な
が
ら
、
素
直
に
育
ち
、

大
人
に
な
っ
て
も
、
最
高
に
す
ば
ら
し
い
人
生
を
送
っ

て
居
り
ま
す
。
本
当
に
幸
せ
者
で
す
。
１
０
０
歳
を
め

ざ
し
て
、
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　
　

（
大
口　

幸
せ 

て
ん
ね
ん　

70
代
）

　

娘
の
住
む
伊
佐
に
泊
ま
り
に
来
た
際
、
広
報
い
さ
を

拝
読
し
ま
し
た
。
パ
シ
と
目
を
引
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

花
火
に
、
コ
ロ
ナ
自
粛
が
解
け
、
少
し
ず
つ
イ
ベ
ン
ト

が
再
開
さ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
る
こ
と
で
し
た
。

何
度
か
伊
佐
米
を
買
っ
て
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
、
空
気
、

水
、
星
空
が
き
れ
い
な
伊
佐
の
街
が
、
ま
た
賑
や
か
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
行
け
な
か
っ

た
夏
祭
り
…
。
来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

　
　

（
鹿
児
島
市　

ま
り
も　

60
代
）

※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも

　  　  つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！

ふるさと納税
返礼品

　

お
茶
（
農
薬
・
化
学
肥
料
不
使
用
で
栽
培
）

の
葉
と
枝
を
じ
っ
く
り
薪
火
で
炒
っ
た
、
低
カ

フ
ェ
イ
ン
で
身
体
の
芯
ま
で
温
ま
る
番
茶
で
す
。

甘
い
風
味
の
番
茶
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。      

　
　
代
表
　
川
上   

寛
継

　お便りの中から抽選で、すてきなプレゼントが当たります。
住所・氏名・年齢・電話番号・ペンネームを明記のうえ今月
15日までにご投稿ください。たくさんのお便りお待ちして
います！当選発表は発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報はお便りの紹介、プレゼントの発送以外
　の目的では使用しません。

№ 33

　１名様

食
養
番
茶

食
養
番
茶

（（
5050
ｇ
×
３

ｇ
×
３
袋
）
袋
）

㈲大口食養村
住　：大口宮人 1726-10　　 ：28 - 2708問
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